
平成28年8月18日、普段は見ることのできない工事現場が夏休み中の親子連れで
賑わいました。開催場所は、現在工事が進んでいる前橋市上細井町、国道17号の上武道路。
長年の夢であった全線開通を目前に日々奮闘されている現場の方々の舞台におじゃましました。

施工者： 岩崎工業株式会社
主催： 国土交通省 関東地方整備局

見学会を終えて、現場のみなさんの声
施工者である岩崎工業株式会社のみなさんにインタビューして
きました。ものづくりへの愛があふれる貴重なお話しでした。

女性が働きやすい環境の充実
見学会では、女性用の簡易トイレも。
パーテーションの中には全身鏡や手洗い
場があり、清潔で使いやすい印象でした。
「子供がいる女性の
ためなど、ニーズに
合わせた
環境改善
に取り組
んでいき
たい」と
岩崎さん。

取材を終えて

私達も初めて現場見学をさせていただきました。子供向けに夏休みを利用
した安全かつ理解しやすい内容の見学会。実際に体験できたことなど、好
奇心旺盛な子供たちには一生の思い出になる！と確信しました。
また、地域住民の方々にも理解が深まる良い催しだったと感じました。
準備にご尽力された関係者の皆様、お疲れ様でした。(生島・櫻井)

高所作業車体験

子供たちの声

ブロック作画体験
コンクリートブロックの裏側
に親子合作のカラフルな絵が
次々と完成。「みんなの描い
たブロックが積みあげられて
道路の土台になります」とい
う説明があると、すごい！び
っくり！と驚きの声が。

高さ10ﾒｰﾄﾙまでゆっくりと
上昇すると、上武道路工事の
様子が眼下に広がりました。
高い！すごい！な
どの様々な歓声に
つつまれて子供た
ちは目を輝かせて
いました。

ものづくりの魅力を伝えたい
みなさんが「建設業の魅力は形となって残る
こと」と語っていました。「自分が施工した
道路は、通るたびに感慨深いです」と語って
いた横倉さん。渡邊さんからは、
「普段は危ないから入っち
ゃダメと言われている工事
現場だからこそ、今回の見
学会が興味をも
つきっかけにな

れば」とい
う言葉もあ
りました。

営業部 渡邊さん
群馬県出身

営業部で書類作成等の事務をしてい
ます。自分が作成した入札書類で工
事が進んでいく課程を見ると、やり
がいを感じます。

経理や総務の事務が中心ですが、安全
パトロールで現場に出ることもあります。
社員の健康管理に気を配り仕事がしやす
い環境作りをしています。

取締役社長室長 岩崎さん
千葉県出身

大家族の岩崎さんは休日も家
事に追われてしまうという忙
しさ。家族が健康で笑顔で暮
らせるのが一番ですね。

生コンや砕石が大好きという
渡邊さん、趣味の料理や手芸
で休日をリフレッシュしてい
るそうです。

現場を束ねる大黒柱の神林さ
んはきびしい中にも優しさあ
ふれる存在感が印象的でした。
子供のころの夢は現場監督さ

んだったそう。

現場では、報告・連絡・相談の徹底
をはかっています。また、一日数回
の打合せをして安全管理の徹底につ
とめています。

現場代理人 神林さん

北海道出身

現場では体力的にキツイところが
ありますが、検査で合格したとき
の喜びはそれを忘れさせるほどの
達成感があります。

監理技術者 横倉さん
群馬県出身

高品質の出来ばえにこだわり
を求める職人らしさに圧巻！
休日は地元でソフトボールの
監督をつとめるというスポー
ツマン。

大人気の重機体験
子供たちみんなが大喜び
していた重機体験。
なかでも実際に操縦でき
たバックホウは大人気。
子供たちだけでなく、保
護者の方が運転席に座る
場面もみられました。


